
                             

                             

                             

                             

 [第 330 号］             北日野公民館だより              令和 5 年 9月 15 日  

 

『
爺
ち
ゃ
ん
の
畑
に
行
く
！
』
と
言
っ
て
二
人
の
孫
が
畑
に
つ
い
て
き

た
。
目
的
は
畑
作
業
の
お
手
伝
い
？
で
は
な
く
虫
捕
り
で
あ
る
。
虫
捕
り

網
を
手
に
夢
中
で
蝶
や
バ
ッ
タ
を
追
い
か
け
、
畝
の
中
の
野
菜
を
踏
ん
づ

け
る
（
笑
）。
お
兄
ち
ゃ
ん
が
バ
ッ
タ
を
捕
ま
え
、
弟
も
負
け
じ
と
逃
げ

る
バ
ッ
タ
を
追
い
か
け
た
結
果
だ
っ
た
。『
僕
ス
イ
カ
踏
ん
じ
ゃ
っ
た
！
』

と
言
う
孫
は
気
ま
ず
そ
う
だ
が
、
で
も
そ
れ
は
問
題
で
は
な
い
よ
！
む
し

ろ
そ
れ
が
ス
イ
カ
だ
と
分
り
、
ツ
ル
が
伸
び
た
先
に
小
さ
な
実
が
つ
い
て

い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
事
の
方
が
大
事
だ
と
思
う
。
ま
た
踏
ん
づ
け
た
こ

と
を
す
ぐ
に
謝
れ
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
う
。 

捕
ま
え
た
バ
ッ
タ
は
可
哀
そ
う
だ
か
ら
と
す
ぐ
に
放
し
て
や
っ
て
い

た
。
野
菜
に
水
や
り
も
し
て
く
れ
た
。
ホ
ー
ス
の
取
り
合
い
の
末
、
案
の

定
二
人
は
水
浸
し
だ
っ
た
。
楽
し
そ
う
な
子
供
の
歓
声
が
畑
に
響
い
て
い

た
。 普

段
の
畑
は
子
供
が
い
る
こ
と
は
な
い
。
七
十
歳
を
過
ぎ
た
お
年
寄
り

の
い
る
場
で
あ
る
。
そ
れ
も
最
近
は
防
草
シ
ー
ト
を
張
り
お
年
寄
り
の
姿

が
見
え
な
く
な
っ
た
畑
が
増
え
て
き
た
。
こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
の
で

は
、
と
思
う
と
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。 

家
の
中
で
過
ご
し
、
ゲ
ー
ム
機
な
ど
で
遊
ぶ
孫
た
ち
を
で
き
る
だ
け
畑

に
連
れ
出
し
た
い
。
自
然
の
動
植
物
と
か
か
わ
り
、
学
ん
で
欲
し
い
。
泥

ん
こ
に
汚
れ
て
ほ
し
い
。
危
な
っ
か
し
い
け
れ
ど
鎌
や
鍬
な
ど
も
使
っ
て

畑
の
作
業
も
や
っ
て
み
て
ほ
し
い
。
失
敗
や
小
さ
な
ケ
ガ
も
す
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
れ
も
貴
重
な
学
び
で
あ
る
と
思
う
。
動
植
物
を
観
察
し
て
、

自
然
に
親
し
む
体
験
を
通
し
て
、
感
受
性
が
豊
か
に
な
っ
て
ゆ
く
の
だ
と

思
う
。
た
と
え
わ
ず
か
な
時
間
で
も
孫
た
ち
を
畑
に
連
れ
出
し
て
、
自
然

と
関
わ
り
野
菜
を
作
り
、
食
卓
に
乗
せ
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
さ
せ

た
い
。
そ
し
て
食
卓
に
上
る
新
鮮
な
野
菜
を
、
家
族
で
味
わ
う
幸
せ
を
知

っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
こ
の
頃
の
爺
で
あ
る
。 

Ｍ
・
Ｋ 

稲刈り   撮影：日野フォトクラブ  

北日野地区の人口  4,196 名(8 月比 -21)）（男 2,030 名 女 2,166 名）外国人含む 1,577 世帯(8 月比-9） 令和 5年 9月１日現在 

 



                             

                             

                             

              
 

 
               

       〈地区の将来像〉  豊かな自然と誇れるふるさとづくり      令和 5年 9月 15 日（2）    

 

九
月
十
二
日
（
火
）
、
山
田
越
前
市
長
を
迎
え
て

２
０
２
３
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
、
北
日
野
公
民

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
去
年
ま
で
は
他
地
区
（
国

高
、
北
新
庄
）
も
含
め
た
合
同
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
し
た
が
、
今
年
か
ら
北
日
野
地
区
自
治
振
興
会

メ
ン
バ
ー
と
市
長
と
の
単
独
の
懇
話
会
と
い
う
形

式
で
、
よ
り
密
度
の
濃
い
情
報
交
換
と
話
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
長
か
ら
は
新
し
く
策
定
し
た

越
前
市
の
『
総
合
計
画
２
０
２
３
』
の
説
明
が
あ

り
、
振
興
会
か
ら
は
『
北
日
野
地
区
の
活
動
と
新

幹
線
駅
前
の
振
興
』
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
新
幹
線
開
業
に
関
連
し
て
史
跡
や
特

色
あ
る
公
園
な
ど
地
域
の
宝
と
な
る
も
の
を
磨
き

上
げ
、
観
光
誘
客
に
つ
な
げ
た
い
と
市
長
は
語
っ

て
い
ま
し
た
。 

北
日
野
地
区
自
治
振
興
会 

 
 

会
長 

山
形 

喜
通 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

北
子
連
主
催
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
八
月
六
日
（
日
）
、
北
日
野
小
学
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

児
童
の
参
加
人
数
は
総
勢
六
十
六
名
と
、
多

く
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

内
容
と
し
て
は
、「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」
と
「
転

が
し
ド
ッ
ジ
」
の
二
競
技
で
全
学
年
合
同
チ
ー

ム
に
て
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
い
ま
し
た
。

高
学
年
は
、
低
学
年
を
助
け
合
い
、
応
援
し
合

い
な
が
ら
、
と
て
も
白
熱
し
た
試
合
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
緩
和
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち

に
か
き
氷
の
提
供
も
行
い
、
み
な
さ
ん
と
て
も

喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
が
行
え
て
、
と
て
も
充
実
し
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。 

       

北
日
野
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会 

 

西
尾
町
東
側
を
流
れ
る
浅
水
川
を
挟
ん

だ
東
側
一
帯
は
、
東
運
動
公
園
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
運
動
公
園
が
造
成
さ
れ
た
の
は

昭
和
四
十
八
年
で
、
そ
れ
以
前
、
こ
の
一
帯

は
雑
木
林
が
生
い
茂
る
雑
草
地
と
い
わ
れ

る
地
域
で
し
た
。 

 

造
成
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
頃
、
こ
の
一

帯
か
ら
多
く
の
石
器
や
、
縄
文
土
器
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。 

        
      

石
斧
・
ナ
イ
フ
・
器
な
ど
多
種
多
様
な
土

器
の
破
片
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
尾
町

付
近
に
は
約
五
千
年
か
ら
三
千
年
前
か
ら

人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

八
月
六
日
（
日
）
、
午
前
八
時
よ
り
、
岩
内
山

の
整
備
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

岩
内
山
を
愛
す
る
会
、
岩
内
マ
ル
イ
会
（
壮
年

会
）
、
越
前
市
都
市
計
画
課
職
員
の
二
十
名
の
参

加
で
、
岩
内
山
の
山
頂
ル
ー
ト
再
整
備
と
、
三
ノ

宮
神
社
と
観
音
堂
へ
の
遊
歩
道
を
新
し
く
作
る

作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

北
陸
新
幹
線
ビ
ュ
ー 

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て 

皆
さ
ん
お
越
し
く
だ 

さ
い 

       
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

岩
内
山
を
愛
す
る
会 

 

八
月
二
十
七
日
（
日
）
、
早
朝
七
時
よ
り
、 

北
日
野
清
流
会
と
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん 

で
、
小
学
校
正
面
の
樹
木
の
剪
定
奉
仕
活
動 

を
し
ま
し
た
。
伸
び
た
樹
木
が
校
舎
を
お
お 

っ
て
い
ま
し
た
が
、
す
っ
か
り
明
る
く
な
り 

ま
し
た
。
九
月
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
の
元
気 

な
姿
を
、
地
域
み
ん
な
で
見
守
り
た
い
と
思 

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

北
日
野
清
流
会 

 
 

 
 

 



                             

                             

                             

                             

 （3）令和 5年 9月 15 日   ＜地区の将来像＞暮らしの安全、快適生活とインフラ整備            

9 月～１０月の予定 
 

9 月 22 日(金)  企画委員会 
    24 日(日)  日野山・荒谷の滝整備 
  30 日(土) 本格的な紙すき体験  
10 月 9 日(月.祝) 日野山登山 

15 日(日)  どんぐり山で遊ぼう 
    
休館日 毎週月曜日 9月 10・24 日   

10 月 8・22 日 
 

 
 

 
  

子どもが成人になっている女性に、子どもが小さ
い頃のエピソードを聞きくと、笑顔で「楽しかった」
と言われました。『大変』だとか『疲れる』などいっ
たネガティブなことは一切言わずに。私は自分の子
どもと、過ごしていて楽しいことも沢山ありますが、
「子どもとのエピソードは？」と聞かれた時に、ま
ずネガティブな意見が出てしまうなぁと感じまし
た。女性の子どもは、成人になってから、母親にこ
う言ったそうです。「小さい頃、もっと早く帰ってき
て欲しかった」と。１９時まで園に預けていたそう
で、仕方ないとは思いますが…私も仕事が終わる時
間が遅いので、早く帰れない分、子どもと過ごせる
時間を『大切な宝物』と思ってもっと楽しく過ごし
ていきたいです。 
          認定こども園北日野保護者 

北日野駐在所だより №６6 

台風への「備え」できていますか？ 
 これからの季節、台風や停滞前線の影響で、大雨、洪水、暴風に
よる自然災害が発生しやすい時期となってきます。 
 特に台風は事前に備えができる災害のひとつです。しかし、台風
が接近してからでは間に合わない対策もあります。早めに対策を整
え、危険から身を守る準備をしましょう。 
【家の周り】 ベランダにある物干し竿や家の外にある植木鉢は、
強風で飛ばされる恐れがあります。雨風が強くなる前に家の中に入
れておきましょう。側溝や排水溝に落ち葉やごみが溜まっていない
か確認し掃除しましょう。 
【家の中】 物が飛んで来て窓ガラスが割れることを防ぐため、窓
に雨戸やシャッターがあれば下ろしましょう。 
 ［問い合わせ先］南越消防組合 東消防署 予防指導課 
                    ☏４３－０１１９ 

料理教室 
 ８月６日（日）、きたひのセミナーで、料理教室を開催しました。 
フライパン一つで簡単夏野菜たっぷりハヤシライスを作りました。 
色の濃い野菜を摂取することで、夏バテの身体を整えていき、苦

味・甘味・酸味を献立に取り入れることで、バランスがよい食生活
ができることを学びました。 

和紙の花作り 
 ８月６日(日)、きたひのセミナーで、和紙の花作りボ
ランティアに参加しました。桜の花を作り、県内４つの
新幹線駅やその周辺を飾り、来福された方をおもてなし
します。 
 越前たけふ駅にも約3,800の花が飾り付けられる予定
です。 

 

ウェルカムダンス 
 ８月２６日(土)、 

越前たけふ道の駅にて 

カウントダウンボード 

除幕式がありました。 

除幕式式典あとにウェルカムダンスを披露し

ました。 

竹馬講座 

 ８月２０日（日）、北日野公民館 
講堂にて竹馬講座を開催しました。 

講師に、矢船町の竹内修一氏 
をお願いして、本格的な竹を使 
っての竹馬作りをしました。 
 

 

 

 

【参加者感想】 
・地域の方と話せ、教え
て頂いて楽しかったで
す。 
・自然のもので遊び道具
を作る経験は私たちも
あまり教えてあげられ
ないので、すごく貴重な
体験でした。 

① 特殊詐欺に引き続き警戒をお願いします 
今年に入り、特殊詐欺が増加傾向です。７月末現   

在で１４件約２，０００万円の被害が発生していま
す。１件平均１４２万円です。詐欺の電話やはがき
はいつ来るかわかりません。警戒をお願いします。 

② 秋の交通安全運動の実施 
９/２１（木）～９/３０（土）の期間、秋の交通

安全県民運動が実施されます。「子どもと高齢者を
守る」「歩行者・自転車を守る」「全席ベルト」「飲
酒運転根絶」が目的です。期間中、取締りも強化さ
れます。引き続き安全運転をお願いします。 

③ 災害対策は万全ですか？ 
 これから本格的な台風シーズンになります。 
できるだけの安全の準備をしましょう。 



                             

                             

                        

［第 330 号]＜地区の将来像＞乳幼児から高齢者まで、笑顔と躍動あふれるコミュニティの形成   令和 5年 9月 15 日(4)  

西の登山口の堤防に数本 
の若木。横に 8m ほどの高 
木。落葉樹で樹皮には縦に 
割れ目がある。葉は複葉で 
10 枚の小葉からなり葉軸に 
は茶色の毛がある。 5 月前 
年の枝の葉腋から 20cm の 
花穂がたれ下がり緑色の雄 
花を多くつける。雄花穂は 
新枝の先に直立し雌花には 
赤い花柱が 2 本つき出る。  
実は 3cm の球形でかたい。 
中の種子は食べられる。 

オニグルミ(クルミ科) 

西の登山道入り口に多く見られる多年草。草

丈 50cm あまりで茎はうす緑色。柔らかい。節

の部分は紅色がかっている。葉は対生し長い柄

があり 8cm ほどの卵形で先はとがる。茎の上部

で枝分かれした先に紅色の花を数個つける。お

花はがく 2、花びら 2、多くのおしべで球形のか

たまりになっている。め花は 1.5cm の三角 
形のがくの先に 
めしべがつき出る。 
実には 3 枚の翼が 
ある。江戸時代に 
中国から来て庭に 
植えられたが野生 
化している。 

シュウカイドウ (シュウカイドウ科) 

雄花（５月） 

手話講座 8/18 川の生き物調べ 8/3 
走り方を学ぶ 8/17 
  
 

お寺で法話 8/25 げんでん工作教室 8/30 

墨流し教室 8/25 

北日野 
ふるさと 
史跡案内 
看板 
 
 
 
 
                      
                  
                  

北子連サマーフェスティバル 
 

表
紙
の
俳
句
は
、
北
日
野
俳
句
会 

野
村
知
子
さ
ん
（
矢
船
町
）
の
作
品
で
す 

編集・発行  越 前 市 北 日 野 公 民 館 

北日野地区自治振興会（北日野公民館内） 

メ
ー
ル
投
稿
、
原
稿
な
ど
は 

↓
こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
♪ 

〒915-0052 福井県越前市矢放町 21-11 tel/fax:0778-23-4603 

        E-mail:kitahino_ko@city.echizen.lg.jp 

https://kitahino.jp/ 

お友達登録は→のＱＲコード
で 

 
 
 
 

岩内町 庄田町 


